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本 日 の プ ロ グ ラ ム

　テレビユー福島の信国です。昨年6
月末から社長をしております。まず少
し自己紹介をさせて頂きます。1954
年に福岡県甘木市（現在は朝倉市）で生
まれました。福岡県の中央部、久留米市
と接しています。福岡には中学生まで

の15年間、その後鹿児島で高校生活を送り、18才から
は東京でした。1978年、大学を卒業後、東京のテレビ局
TBSに入社し、これまで37年間テレビの世界で過ごして
きました。本日は私のこうしたテレビ人生のこれまでと
これからをお話します。
　テレビ人生の第一期は、入社から27年過ごした報道時
代です。社会部を皮切りに警視庁詰めの事件記者、報道番
組のディレクター、編集長、ニューヨーク支局長などを勤
めましたが、この間は皆さんの記憶にあるような数々の
大事件やニュースの取材、番組制作に関わりました。85
年の御巣鷹山日航機事故、事故原因究明取材で現場に入
りました。88年から89年のリクルート疑獄事件と昭和
天皇崩御、91年の雲仙普賢岳火砕流（九死に一生）、97
年のペルー日本大使公邸人質事件は長期間現地で取材に
当たりました。2001年の9.11は発生から24時間以上
に亘る報道特別番組の指揮を執りました。様々な経験を
させてもらった27年です。
　第二期は、2005年から始まる事業局での仕事でした。
放送以外の幅広い文化事業です。ちょうど50才の時で
す。報道で会社人生を全うするつもりでしたが、ここで人
生が大きく変わりました。映画製作（皆さんもご存知の映
画もありました）、舞台（赤坂サカスに劇場）、ライブコン
サート、展覧会（フェルメール、ゴッホ、インカ・マチュ
ピチュ）、K1（大晦日ダイナマイト）などです。
　全く経験のない世界でしたが、意外なことにすぐに馴
染んで、結果的には実に楽しく充実したものとなりまし
た。ちょっと自慢をしますが、米国アカデミー賞を獲得
した映画「おくりびと」の製作に深く関わり、レッドカー
ペットも歩きました。ネットを調べれば当時の写真がで
てきます。
　さて、これからが本題です。テレビ人生第三期、最終章
は福島となりました。
　福島に来て7ヶ月になります。冬はすっかり雪をか
ぶった吾妻連峰と、阿武隈山系に囲まれたこの街の佇ま
いがとても気に入っています。冬の寒さは予想していま
したが、盆地のせいか夏が暑いのは意外でした。でも、耐
えられない程ではありません。東京のアスファルトの暑
さよりは耐えられます。
　福島県全体に目を転じると、ここは広いですね。この半
年で県内を回りました。福島、郡山、白河の中通り、相馬
から双葉、いわきまでの浜通り、そして会津。主な地域に
は伺いましたが、地図を見ますと、県の真ん中は猪苗代湖
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の南辺りですね。南会津や桧枝岐村まで含めると面積的
にはまだ半分位しか足を運んでないなと思います。（テレ
ビ局の中継基地は県内に69箇所。北海道や離島が多い鹿
児島等に次ぐ。経営的には効率はすこぶる悪い）
　また歴史、文化も多彩ですね。幕末には県内に、会津や相
馬だけでなく大小14藩もあったようです。福島と郡山とい
わきと会津では、そこに住む人たちの気性や価値観も違っ
ていて、同じ“福島県人”では括れないような気がします。
　自然の恵みは素晴らしいです。吾妻山から安達太良山、
そして磐梯山と名山が並び、飯坂、高湯、土湯、岳、裏磐
梯、猪苗代、会津東山と温泉の宝庫ですね。季節ごとの果
実も豊かで、春はイチゴ、初夏から桃、梨、葡萄、秋には
柿、そしてりんごと続きます。水がいいのでしょう。日本
酒は金賞受賞数日本一、美味い酒が多く、蕎麦も信州や山
形に引けをとらないほど美味いです。
　それにしては、福島県は宣伝下手で、競争意識が薄いと
感じますが、これは、豊かであったことの裏返しかもしれ
ません。日々の暮らしは平穏であり、人々は優しく、居心
地はすこぶる良好。長く息づいてきた日常の光景、平仮名
の“ふくしま”に接して過ごさせて頂いています。
　その一方で、去年の夏、一日かけて震災と原発事故の被
災地を見て回りました。その時のことを記録した文章を
ちょっと読ませて頂きます。

─山間の集落、民家の軒先には車が止まっている。普段の
日常の風景だが、人影はない。福島市から車で40分、飯
舘村を通過する。道路脇には「除染作業中」と書いた旗が
風に揺れている。除染で出た土を入れた黒い袋（フレコン
バッグ）があちこちに並べられていた。国道6号線を南下
する。南相馬原ノ町を過ぎて、国道を左折し海岸部へ向か
う。小高地区から浪江町一帯は、広大な土地に鬱蒼とセイ
タカアワダチ草が生い茂っていた。壊れた家、流れ着いた
船、錆付いた車が今も手付かずのまま放置されていた。双
葉町から大熊町に入る。一般車両は通行禁止。線量計が
0.1から一気に20マイクロシーベルトまで上がった。こ
こは国道上で第一原発から最も近い。車は更に南下し、富
岡町から楢葉町へ一気に走り抜けた。2014年の夏のこと。
国道6号線は昨年末に通行止めが解禁され全線開通した。
しかし、今も沿線の10市町村が避難指示区域を抱え、12
万人が県内外に避難している。原発事故から4年、非日常
の風景、カタカナの“フクシマ”が確かに存在している─

　広く豊かな平仮名の“ふくしま”とカタカナの“フクシ
マ”が同居しているのが、今の福島です。
　内堀知事は、就任挨拶で「一番の懸念は“風化”と“風評”
である。風化をさせない。風評を取り除く」と語り、実際に
国内を動き、福島復興のために動いていらっしゃいます。
　私のテレビ人生第三章は、微力ではありますが、福島地
元テレビ局の社長として、福島の復興に貢献し、皆様に愛
されるようなテレビ番組、文化事業をお届けすることだ
と思っています。
　原発とその周辺に存在する非日常の“フクシマ”の深刻
な課題を伝え続けなければ、復興への歩みは“風化”しま
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す。その一方で、広く豊かで元気な日常の“ふくしま”を
訴え続けなければ、全国、全世界に蔓延した“風評”は消
えないでしょう。
　地元メディアが果たさなければならない役割がありま
す。福島に来て、私の人生の面積は広がりました。長い間
テレビの報道と、文化事業などの世界で仕事をしてきま
した。テレビ人生の最終章となる福島で、何かお役に立て
る仕事をしたいと考えています。

世界理解月間にちなんで
ロータリーの創立記念日
　この2月は国際ロータリー（RI）が指定している世
界理解月間に当たりますが、2月が世界理解月間に指
定された理由を辿ってみたいと思います。ロータリー
の創始者ポール・ハリスが、初めてロータリーの会合
を開いたのが今から110年前のことでした。1904
年の初めごろからポール・ハリスは、数人の友人に
交友と相互扶助のクラブ構想を打診していましたが、
1905年2月23日（木曜日）の晩、ポール・ハリス（弁
護士）、シルベスター・シール（石炭商）、ガスターバス
E・ローア（鉱山技師）、ハイラム・ショーレー（仕立て屋）
の4名がシカゴ市北ディアボン街のユニティビル7階
711号室のローアの事務所で寛容と友情を求めて、初
会合を開いたのがロータリーの始まりと言われ、毎年
2月23日を創立記念日と定めています。そこで「ロー
タリーの発祥を記念して」「ロータリーの創立記念日、
2月23日の週（～3月1日）は世界理解と平和週間と
呼称する」と定められました。この1週間、各クラブは
ロータリーの奉仕活動を祝い、これまでの業績を振り
返り、地域内と世界中で、平和、理解、親睦のためのプ
ログラムに重点を置くことが推奨されています。この
月に地区大会を開く地区もあります。
奉仕の第四部門
　ロータリーの活動は、あくまでもI Serve、自分が
まず参加して行動することが基本となります。また、
ロータリアンは、自身がそれぞれの専門職の長とし
て決裁権を持つ指導者であり、自分の職場を通して
I Serveの精神で活動する職業奉仕が基本です。しか
し近年、海外では職業奉仕を重視する空気が薄まりつ
つあります。アメリカのように職業をリタイアした
後、地区のボランティアなどで満足できなかった方が
ロータリアンになるケースが増えていることも、社会
奉仕を指向する動きに拍車をかけているようです。
　ロータリークラブでは、討論会を開催して公共の問
題を論じても差し支えないとされます。ただし、「そ
のような活動の実施は奉仕の第四部門を助長するも
のでなければならない」とされています。第四部門と
いうのは国際奉仕です。ロータリークラブ定款の第5
条　五大奉仕部門の条文によると、「奉仕の第四部門
である国際奉仕は、書物などを読むことや通信を通じ
て、さらには、他国の人々を助けることを目的とした
クラブのあらゆる活動やプロジェクトに協力するこ
とを通じて、他国の人々とその文化や慣習、功績、願
い、問題に対する認識を培うことによって、国際理解、
親善、平和を推進するために、会員が行う活動から成
るものである。」と規定されています。
ロータリーの世界社会奉仕
　ロータリーの世界社会奉仕はWCS（World Community 
Service）と呼ばれています。「世界社会奉仕プログラム
は国際奉仕活動からなる。ロータリアンは、このような
活動を通じて人々の生活を改善し、人々のニーズに応
えるプロジェクトを実施する。そして、物質的、技術的、
専門的援助を通じて国際理解と親善を推進する」とされ
ます。具体的には、例えばカンボジアで井戸を掘る、ベ
トナムの村に小学校を寄付する、といった活動となりま
すが、それがWCSのすべてではありません。国内では、
日韓ロータリー親善会議を開催している地区もあり、2
年に1回、互いの国を行き来してコミュニケーション
を図っています。当クラブでもフィリピンのマリキナ
ロータリークラブと双子クラブの協定を締結して、さま
ざまな支援を行ってきておりますが、これらの活動も、
国際理解と親善を深めるという観点からWCSの趣旨に
沿うものと考えられます。 （文責/丹治正博）

ロータリーソングよもやま話〈2の1〉
ロータリーソングの位置づけ
　例会にロータリーソングは欠かせないものですが、
ロータリーソングはなぜ歌うのでしょうか。クラブ定
款にも、細則第13条「議事の順序」（例会次第）にも
ロータリーソングを歌えとは書いてありません。

ロータリーソングのおこり
　ロータリーの100年を越える歴史において、「歌を
歌うこと」を始めた人物は、1905年にロータリーが
創立した時に創始者ポール・ハリスら最初の会員4人
に次いで5番目にロータリーに入ったハリー・ラグル
スでした。
　1907年、ロータリー誕生後2年目にポール・ハリ
スがシカゴロータリークラブ第3代目の会長になった
頃、ささいな意見の相違が次第に大きくなり、シカゴ
クラブ内が割れ、出席率も低下するという事態が起こ
りました。親睦派と奉仕派との間に意見が対立し、時
の親睦委員長の医師ウィリアム・ネフは、「このまま
ではクラブは崩壊する。君が毎週立ち上がり、楽しく
歌ってこの危機を救ってくれ」と印刷屋のハリー・ラ
グルスに懇願します。ラグルスは当時流行っていた歌
を何曲か音頭を取って歌って以来、クラブの団欒は甦
り、これが何年も続いて、例会での合唱はロータリー
の伝統となりました。

日本のロータリーソング
　日本最初のロータリークラブは、1920年創立の東
京ロータリークラブですが、初めの頃は「ロータリー
ソング」として英語のまま歌っていたそうです。
　やがて、日本語によるロータリーソングを求める声
が高まり、「奉仕の理想」や「我等の生業」が昭和10年
（1935年）に京都における地区年次大会において日
本語ロータリーソング入選作として発表されました。
戦争中は「君が代」の斉唱が始まりました。昭和24年
（1949年）日本は国際ロータリーに復帰しますが、昭
和26年（1951年）にロータリーソングが募集され、
「手に手つないで」が作られました。これは、昭和27
年（1952年）7月から、日本のロータリーが2つの
地区に分かれるという事態にあたり、これからも友情
を確かめ合い、手に手つないでいこう、と誓い合った
歌です。「それでこそロータリー」も古く、昭和28年
（1953年）に誕生しています。

世界のロータリーでは
　この習慣はアメリカの多くのクラブに波及し、今日
では、オーストラリア、日本、ナイジェリア、ニュー
ジーランド、カナダなどのさまざまな国のロータリー
例会におけるポピュラーな親睦行事となっています。
　国際協議会でも、毎朝、本会議が始まる前に各国で親
しまれている歌を皆で歌います。歌い方も様々で、例会
の始めに国歌を歌うクラブもあれば、童謡を必ず歌うと
ころも見られます。しかし、ヨーロッパ、南米、アジア
のロータリークラブの例会で、ロータリーソングが歌わ
れることはあまりないようです。 （文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回28

ロータリーの豆知識 第 回29
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 門脇　渉 委員 本日のニコニコBOX投入額　27件 ¥63,000 累計  ¥1,838,000
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　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  2月12日　6,747円 累計205,511円

開会点鐘 丹治正博 会長

ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 菅野　晋 会員

「四つのテスト」唱和 岡田新也 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
　●血圧測定

　明治病院看護師 坂本優子 様

表彰伝達
会長挨拶　 丹治正博 会長
食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●広報マルチメディア･雑誌小委員会

　　ニコニコBOX担当 佐藤武彦 委員長

　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　プログラム担当 右近八郎 委員長

　　ニコニコBOX担当 門脇　渉 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第
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し
た
。Dr・Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
姓
が
、五

人
に
な
り
ま
し
た
。
入
局
順
に
加
藤
Ａ
、
加
藤
Ｂ
、

加
藤
Ｃ
、加
藤
Ｄ（
歯
科
医
）、四
人
先
輩
の
名
称
で

す
。私
は
五
番
目
で
す
。

　

泌
尿
器
科
の
婦
長
さ
ん
は
じ
め
、看
護
婦（
現
在
、看
護
師
で
す
）の

皆
さ
ん
か
ら
は
、加
藤
Ｅ
先
生（
カ
ト
ウ 

イ
ー
セ
ン
セ
イ
）と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、医
局
で
宍
戸
教
授
を
囲
み
昼
食
中
、「
新
人
医

師
が
Ｅ
先
生（
イ
ー
先
生
：
悪
い
先
生
の
反
意
語
？
）と
は
、
チ
ョ
ッ

ト
…
四
人
の
先
輩
に
対
し
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
し
ゃ
な
い
で
す
か
？
」と

誰
か
が
、言
い
ま
し
た
。す
る
と
教
授
は
、「
そ
う
だ
な
…
。加
藤
君
は
、

KATO Yoshitom
o

だ
か
ら
、Ｙ
チ
ャ
ン
で
ど
う
だ
。Ａ
Ｂ
Ｃ
…
Ｘ
Ｙ
Ｚ

だ
し
な
！
」と
。そ
れ
以
来
、仙
萩
会（
泌
尿
器
科
同
門
会
）の
皆
様
に

は
、『
Ｙ
チ
ャ
ン
・
Ｙ
先
生
』の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
も
フ
ァ
ス
ト 
ネ
ー
ム
の
愛
称

「
Ｙ
チ
ャ
ン
」と
呼
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、光
栄
で
す
。

追
記
：
患
者
さ
ま
か
ら
の〝
お
礼
状
〞の
宛
名「
加
藤
わ
い
先
生
」に
は
、

顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

私のひとこと 加藤 義朋 会員

例会プログラムのご案内

■3月5（木） 12：30～「辰巳屋」

　・中島健至会員スピーチ
　＊誕生祝い
　・理事会／3月5日（木）18：30～「石林」
■3月12（木）→14（土）に変更
 14：00～18：00「二本松御苑」

　「県北第一分区インターシティ・ミーティング」
　テーマ〈職業奉仕を実践してロータリーに輝きを〉
　考えよう・語り合おう・実践しよう
　グループディスカッション形式
■3月19日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・鈴木勇人新会員スピーチ
　・PETS報告　幡研一会長エレクト
　＊「友」紹介　＊「血圧測定」
■3月26（木） 18：30～「辰巳屋」

　「創立記念夜間例会」

幹事報告

例会変更のお知らせ
●福島東RC、20日（金）の例会は40周年記念夜間式典
･祝宴のため午後5時開会になります。
●当クラブ次週19日（木）の例会は理事会承認休会とな
りますのでご注意ください。また、26日（木）の例会
は24日（火）に変更し、午後6時より辰巳屋にて「福
島北RCとの合同夜間 北海道グルメ例会」となります
のでお楽しみください。
その他のお知らせ
●本日例会2月理事会議事録配布しております。

ロータリー財団
ポールハリスフェロー
＋１（＄2,000達成）

佐藤 武彦 会員

表彰伝達


